
 

 

 

 

学校教育目標 ○さわやかな心 ○しんけんな目 ○まなぶ力        「さっしマン」 

スマイル行進 運動会は開会式からご参会ください 
                                      校長 
 
新学期が始まってちょうど３週間、１年生も少しずつ学校に慣れて、元気に通っています。子供た

ちがみんな揃って安全に登校できるように、通学班の集合場所で地区委員さんや保護者・地域の皆様

が確認してくださったり、声をかけてくださったり、本当にありがとうございます。高学年の子供た

ちも、例年以上にしっかりと責任をもって班員を連れて登校しています。新しい環境にまだ慣れない

子供たちも、明るく楽しいクラスにしようと張り切っている教員たちも、ここで一息、明日からゴー

ルデンウィークとなります。木々のこずえに若葉が美しく、風香る５月です。 
 
さて、「差間っ子の良いところは？」と聞かれたら、私は「素直で優しいところ」と答えます。職

員室でもときどきそんな話題になります。多くの教員が同じように感じているようです。友達同士で

トラブルがあっても、いけないことをしてしまっても、素直に反省し、同じことを何度も繰り返すこ

とはほとんどありません。逆に、「差間っ子の課題は？」と聞かれたら、その一つは「コミュニケー

ション」だと思います。マスクをつける期間が長く、あいさつや笑顔が「苦手になった」「見えにく

くなった」と言われますが、それだけではないと思います。「聞くこと」や「伝えること」が苦手で

友達と誤解が生じることもしばしば…。登校時のあいさつについてご指摘いただくことがあるよう

に、本校児童の傾向ではあります。 
 
改善のための取組の一つという程ではありませんが、今年度運動会の開会式の入場行進を変えてみ

ます。このことについて来週の全校朝会で児童に話します。（２日までネタバレなしでお願いします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
参観される皆様は、ぜひ開会式からお越しください。初めての試みなので、子供たちは照れるかも

しれませんが、見ている方が多いほど手を振る甲斐があります。何年か続けて、差間小の「スマイル

行進」が定着していくといいのですが、私は今年度が本校勤務最後の年？なので、来年度以降はまた

行進の仕方が変わるかもしれません。今年一年、折に触れて子供たちに大切なことを伝えたり仕掛け

たりしていきたいと思っています。 
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「これまで、学校の運動会の行進といえば、手を大きく前後に振って、足を高く上げて、真剣な表情で、

前をしっかり見て…という感じでした。差間小もそうでした。今年の差間小の入場は『スマイル行進』です。

保護者や地域の方々が一番うれしいのは、今年から全校児童が入れ替えなしで、おうちの人も入れ替えなし

で、みんな集まって運動会ができることだと思います。その喜びを、皆さんは笑顔いっぱい表して、おうち

の人たちや地域の人たちに思いっきり手を振って、入場してください。 

『スマイル行進』、イメージできました？ オリンピックの開会式の入場のような感じです。自然に、普 

通に歩いてください。一番大事なのは、スマイルです。 

おうちの人を見つけたら、知っている人を見つけたら、歩きながら、思いっ 

             きり手を振ったり、ジャンプしたり…。楽しそうでしょう？ お友達の家族を 

見つけたら、「○○ちゃんのパパ（ママ）、あそこにいるよ。」と教えてあげ 

ていいんです。そんなおしゃべりをしてもいいんです。 

開会式の並ぶ位置に着いても、みんなが揃うまで、ずっと手を振って、スマ 

イルしていてください。合図があったら、切り替えて、整列して、開会式が始 

まります。そんな感じで進めます。運動会の全体練習で、リハーサルをやって 

みましょうね。」 
注：イラストはイメージです。 

実際は体育着着用です。 




